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一福井大学名誉教授渡部貞清博士の建築論についてー
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市川 秀和
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イタリア ・ バロック建築研究における多大な功績(昭和 44 年度臼本建築学会賞)から、日本における「西洋建築
史」ならびに「建築論」の研究を先導したことで知られる渡部貞清博士は、昭和 44 年 5 月にこの福井大学工学
部建築学科教授に着任された。これ以後、さらなるバロック研究の深化・拡張と ともに、越前 ・ 若狭の伝統的建
造物や町並み、近代建築などの現地調査研究を通して、この福井地域の風土環境をめぐる研績も深められた。 こ
のような西洋と東洋の広い視野のなかで、渡部博士の建築論が、「建築と風景」の本源的究明の上に構築される
ことに到ったのである。その全体像は、着任十年を経て執筆された論文「空間の詩作 建築の存在論的思惟ー」
や「建築の受肉化ー建築論の一視座としてーJ から見出されることに始まり 、さ らに昭和 59 年 2 月の福井大学最
終講義 「建築の心を聴く」に達 していっそう 明確化され、そして 5 年後にこれらを総括 した内容の論文 「建築論
と しての風景J によって結実したように思われる。
本稿では、地域固有の歴史 ・風土・環境にと って最重要な学際的研究の一つで、ある「風景論J の有益な示唆を
得るために、渡部貞清博士の広範な建築論を概観し、さらに「渡部貞清博士 ・ 著作目録J を合わせて報告する。
1 .はじめに ー渡部貞清博士の研究軌跡ー
渡部貞清博士 ( 1918・)は仙台高等工業学校(現東北大学工学部)建築学科卒後、戦前の鉄道省に入り、
その建築論研究が本格的に着手され始めたのは、敗戦直後のことであった。 世界情勢の複雑な背景の
なかで、米国占領下における日本国土の復興再建が切迫していた当時、渡部博士は、日本国有鉄道施
設局建築課や鉄道技術研究所建築研究室に所属して「旅客駅建築の研究や、あるいは国鉄建築の行政J
2) などに従事しつつ、もともと深い関心を抱いていた建築の本源的意味をめぐる哲学的・芸術学的な
洞察を着実に遂行されていた。そしてその成果が、昭和 32 年( 1957) の日本建築学会関東支部研究発
表会での「象徴形式としての空間」や、 同年日本建築学会論文報告集に記載の「現代建築における全
人間的考察への序説」から公表され始め、以後活発に続行されていった。さらに昭和 35 年( 1960) 頃
から、イタ リ ア ・ バロック建築の象徴的かっ幻想的な空間現象に着目することに到って、渡部博士独
自の建築論の射程が絞られたようである。それから猛烈な十年余りの研鎖を積んだ末に京都大学へ提
出した博士論文「バロックの建築論的研究J (1968) は、昭和 44 年度日本建築学会賞を受賞した。
このような好機とともに昭和 44 年 5 月に福井大学工学部教授に着任した渡部博士は、既に五十歳
であった。 この時のことを後に「鉄道技術研究所を去って大学に移った時点で、表芸と裏芸が逆転し
たような形になりました。 J 3) と振り返っている。また京都大学名誉教授森田慶一博士の西洋建築史
・建築論を福井大学で引き継ぐような立場となった渡部博士にとって、この大学での研究生活には、
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大きな責務を負れていたであろうことは想像に難くない 4)。福井大学在職中には、バロックの建築空
間や建築論の研究継続と合わせて、新たに北国街道板取宿や若狭街道熊川宿、さらに福井県下の近代
建築などの現地調査研究にも精力的に携わり、地域における建築文化遺産の保存再生に貢献された。
そしてこれらの研究を「建築と風景の共鳴」という視座から総合的に捉えようと模索され始めていた。
昭和 59 年の福井大学退官後は、仁愛女子短期大学教授・音楽科長として「建築と音楽の共鳴J (1986) 
などをめぐって、いっそう研究を深化された。そしてまた一方で『福井県史』の編纂などに従事しつつ、
渡部博士は、これまでの西洋と東洋の研究を総括する独自な建築論の総合化を構築しようと意欲的に
試み、「建築論としての風景J (1989) という秀逸な論考をまとめられたのである。仁愛女子短期大学
を退官されてからの渡部博士は、その住まいを京都の宇治に移されて、聖母女学院短期大学でしばら
く講師を勤められた後、現在も旺盛な研究活動を継続されている。
従って以下に、このように広範な渡部貞清博士の建築論を概観していくに当たっては、その研究の
進展する段階に沿って見ていくことにしたい。
2. 初期論考 (1957・) 一敗戦からの新たな出発と 「建築」への根源的な問いかけ ­
渡部博士の建築論研究の出発は、戦後建築界の思潮動向と深く関わり合っていた。
昭和 20 年 8 月に敗戦をむかえた日本では、 GHQ 司令部によって設置された戦災復興院建築局が
建築都市状況調査を実施して、およそ 450 万戸もの住宅不足難が推計された。日本建築学会の機関誌
『建築雑誌』では、この状況を反映して、住宅建設をめぐるさまざまな問題が繰り返して論じられた。
また一方で、新しい日本建築の創造や近代建築の批判、建築文化財の評価と保護などを試みようとし
た芸術文化的な運動が繰り広げられようとしていたのも事実であった。さらに昭和 24 年の広島平和
記念館及び平和公園のコンペをはじめ、数多くの設計競技が新鋭な建築家たちの創造力を初御させる
のに大きく働き、昭和 25 年 6 月には雑誌『国際建築』が復刊第 1 号「ノレ・コルビ、ュジエ特集」を出版
して、海外建築情報の紹介や批評活動が再び活発に始まった。そして昭和 29 年 5 月のグロピウス来
日、翌 30 年 11 月のル ・ コノレビュジエ来日がそれぞれ実現したのである。このような戦後から昭和 30
年前後の建築界における多くの誌上で、近・現代建築作品や建築思潮、日本建築の伝統と創造などを
めぐる批判的論議が繰り返し記載されるようになっていったのである 5) 。
以上のような敗戦後の状況のなかで渡部博士は、日本国有鉄道施設局建築課に所属して戦災復興に
携わりながら、近 ・ 現代建築思潮の批判や造形的問題などを思索されていた。なお昭和 30 年 12 月か
ら翌年 l 月にかけての朝日新聞紙上で三度、竹山謙三郎と浜口隆ーとの間で始まった「現代建築の芸
術性と不安感」をめぐる論争は、同年 3 月号の『建築雑誌』や 9 月号の『建築文化』でも取り上げられて
拡がり、多くの建築家や批評家も巻き込んだが、これらに強い関心を持った渡部博士は、その独自な
眼差しによる論考でもって昭和 32 年から学会発表を始めた。その「象徴形式としての空間j や「現
代建築における全人間的考察への序説J 、「建築表現における非合理性の基礎的考察」などの論考では、
「人間の思考と感情との分裂 ・ 対立J から生ずる近・現代建築の悲劇がもたらした多様な建築的問題
を批判的に捉え、その克服のためには「人間思考の合理的な面のみに局限せず、感情の内的非合理の
面までをも含め、かつ、各分化の追求を孤立させず、全人的に考察・把握しなければならなしリこと
が、ランガーなどの記号論や芸術論を援用して強調された。渡部博士の視座は、近代科学技術の進歩
に根ざす合理的理性の偏重に対する痛烈な批判であり、非合理で内面的な感情による真の創造性を基
礎とする全人間的な可能性の追求であったといえよう。
こうした人間の非合理な「生命の生動的象徴J による芸術創造を見据えた、渡部博士のヒューマニ
ティな眼差しは、さらに、人間と建築とが相互に関わり合う「建築空間」の現象そのものへ向けられ
て展開してし、く。昭和 36 年発表の論文「建築的空間論の系譜j は、森田慶一 6)や増田友也 7) 、足立
孝 8) などから直接影響を受けているものの、多様な建築的空間の様態を特徴づける「幾何学的空間」
「超越的空間 J I象徴的空間 J I現象的空間」のそれぞれの概念に、「ギリシャ J I ゴシック J Iパロツ
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ク J í近代j の建築的事象を対応させ、その
史的系譜を概観した上に、最近年の数多い先
行研究を批判的に考察するなど、渡部博士独
自の問題意識が読み取れる 9)。これを機に、
渡部博士は、美学者のヴ、エルプリンやタヒ。エ
などに導かれて、バロック建築の象徴的空間
へ接近していったと思われる。
右の森田博士の挿図にも見られない、渡部博士 司
独自の「象徴的空間」には、当時の建築論研究
に向けた斬新な視点の提起が込められていたの 応部は建築空間を示す
ではないかと思われる。 図ー1.)森田慶一 「し、ろいろな空間について J (1958) の挿図
3. バロックの建築論的研究 (1968) ー現象的空間から象徴的空間へー
日本での本格的な西洋建築史研究とは、戦前では森田慶一の博士論文「ウィトルウィワスの建築論
的研究J (昭和 6 年) 10) 以外には余り見当たらず、戦後昭和 28 年に『西洋建築史図集』が日本建築学会
から編集出版され、さらに昭和 35 年に『世界建築全集・全 14 巻』が平凡社から刊行され始めたこと な
どから、漸く昭和 30 年代後半に到って興隆することになる 11 )。また同様に、哲学 ・ 美学の領域にお
いても、欧米の名著が続々と邦訳出版されるなど、戦前以上に研究活動が活発化しつつあったと 思わ
れる 12) 。 渡部博士のバロック研究への着手は、かかる学術動向のなかにあったとまず見てよかろう。
渡部博士の「バロックの建築論的研究J 第一報が発表され始めたのは、昭和 37 年( 1962) の日本建
築学会関東支部研究発表会からであり、昭和 42 年の第十七報まで続行されることになる。 その最初
の導入でヴェルフリンをかなり詳細に取り上げていることから、著名な先行研究の厳密な批判的考察
に通した独自なバロック論の樹立・形成を意欲的に目論まれていたのであろう。また渡部博士がその
壮大なバロック研究を遂行する上で着目した先行研究には、このヴェルプリンのほか、タピエやリー
グ‘ル、 ドボルシャツク、ガントナ一、ゼードノレマイヤーなど、さらに哲学者のメルロ ・ ポンティやカ
ッシラ一、ランガーなど、また心理学者のアノレンハイムやエーレンツワイクなど、実に幅広くて数多
い。そして既に触れた、森田慶ーや増田友也の建築空間論にも多大な示唆を受けていた。
そこで論旨を簡潔に明確化していくために、
昭和 43 年にまとめられた博士論文の構成に
沿って、そのバロック研究の骨格に触れてい
くこととする。本論文の構成は、本文全 3 部
(全 19 章)に序章と終章とを合わせた内容で、
さらに図版・参考文献等を含めると、 487 頁
にも及ぶ大部な労作である(右の目次を参照)。
まず序章での研究目的には、「初期論考」
の視点がはっきりと受け継がれて反映してい
るのが分かる。それはつまり、近代合理主義
「バロックの建築論的研究」
序章
目次構成
第 UHI
第 日部
2. 
第山部
終章
バロックの先行現象
バロックの現象
ローマ・バロックの成立
ローマ・バロックの影響
バロックの考察
思想への偏重による現代の危機に直面して「人聞の感情を重視する立場からの反撃もみられる J とし
て、美術史家ブ、ルクハ/レトのルネサンス観に基づく「賊{JFでしかなかったバロック J が「ようやく巨|
律的な評価がなされるようになったJ と洞察する着眼点においてである。さらにそれを言い換えて、
「全く 分飾的なルネサンスに抗して、人聞の知覚や感情というものを、実感として追求していった八
ロック」が、「現在、再認識されつつあるというこ とは、理由のないことではない j と評価し、バロ
ック研究着手の現代的意義が解き明かされている。従ってこのような問題意識から、 「建築における
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図幽2.) ローマ・バロックの代表作
ヴァチカンのサン・ピエトロ大聖堂
(左 : i府轍図、上・正面と広場)
建築家:ミケランジエロ、マデルナ、ベルニーニ
出典 図-2.~4 、すべて渡部博士の学位論文より
バロックとは何であるか、それはまたし、かなる意義と価値をもつものであり、どのように現代の建築
の糧となりうるものか」という研究意図が明瞭に設定されている。 さらに本論の具体的な主眼とは、
建築的空間の現象そのものを探究するという建築論的立場から、「一時代の文化現象総体J としての
「バロック建築に表象されている象徴的空間 J (=情緒によって彩られた雰囲気をもっ現象的空間)の形式
特色を現象学的方法論によって究明することである、と述べられている。
次に第 I 部「バロックの先行現象J では、ブルクハノレ卜のルネサンス観以来、退廃的・衰退的な文
化形態としての認識を脱却できないバロックへの眼差しを厳密に批判修正し、ルネサンスとマニエリ
スムをバロックの先行現象として捉え直した上に、「バロックとの関係を現象論的に叙述J すること
の有効性が試みられた。その考察方法・手順として、ルネサンスとマニエリスムのそれぞれを、まず
先行研究書の系譜を詳細に踏まえながら概念の変遷と定着から検討し、さらにイタリアに見られる代
表的な建築作品(ノレネサンス:ブールネレスキ・アノレベノレティ・ブラマンテ等、マニエリスム.パッラ
ーディオ・ミケランジエロ等)を具体的に取り上げ、造形表現の手法や文化的背景の意義などを再確
認した上で、バロックの先行現象として捉え直すことのできる根拠を指摘した。
続く第 E 部「バロックの現象」は、 I 1 .ローマ・バロックの成立」と 12. ローマ・バロックの
影響J に二大別して考察をすすめる。つまりヨーロッパ・バロックの現象は、中核となる都市ローマ
と、その影響下に成立するローマ以外の諸国域とに分けられるというのである。
そこで第 E 部 I 1 ローマ・バロックの成立」では、まず「ノミロックの語源とその展開」をタピエ
の研究書に基づきながら論述した上に、バロックの語義の現代的意味が「純視覚的様式規定(芸術様
式) J と「歴史的規定(一時代の文化全体) J の二つから把握された。 そして本論がローマをヨーロツ
パ・バロックの中核に据える理由について、ヴェルプリンの『美術史の基礎概念~(1915) に示唆を得な
がら、 I Iレネサンス→マニエリスム→バロックという系列は、イタリアにおいてもっともよくあては
まるものであって」、「典型的な自律的発展の系譜として、発生論的にもっとも純粋と認められるイタ
リア・バロック建築を主として対象とし、かつイタリアの中でもより自律的なローマを中心にして、
バロックの発生現象に関する考察をすすめる j と説明している。 よって「バロックはイタリアに発生
し、その後フランス、 ドイツ、スペイン等のヨーロッパ各国に影響を及ぼし、それぞれの民族的特性
の中で発展していったJ という言及から、ここでの考察の基本的枠組みが明確にされた。
このような入念な考察手続きを経て、ローマ・バロックの成立過程の詳細については、数多くの建
築家やその作品に目を配りながらも、その「完成」への道を昇りつめたベノレニーニと、さらにその「頂
点J を極めたボ、/レロミーニをめぐる考察に重点が置かれることになる。 この二人の偉大な建築家たち
の生い立ちから導入して、数多い建築作品の空間的特質を詳述した作業から「ローマ・バロックの成
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図・3.) ローマ・バロックの「頂点」建築家ボルロミーニの作品
サン・カルロ・アッレ・クアットロ・フォンターネ聖堂
(上・内部の楕円ドーム、右:正面ファサード)
立から完成まで」が明らかにされ、ここから複雑で多様な性格を備えたバロックを「総体的にとらえ
るのには、むしろ定まった様式 (Figuration) を指す言葉としてよりも、一定の創造精神 (Präfiguration)
を示す言葉として理解するのが妥当かとおもわれる」と判断し、バロックの正当な捉え方が引き出さ
れた。そして次の IBernini や Borromini の影響におけるバロックの流布j へと考察視点は進められる。
第 E 部 12. ローマ・バロックの影響J では、ローマ以外のイタリア諸地域(ピエモンテ・ヴェネ
ツィア・ナポリ・レッチェ)や、さらにフランスと中央ヨーロッパ(オーストリア・ボへミア・ドイ
ツ)、スペイン、イギリスなどの広範囲を扱い、その地域特有な性格をローマとの影響関係から見出
している。 さらに最後の「バロックの流布とその消滅j に関しては「本論の限界を越える問題J とし
ながら、「感覚的幻想の世界から、実証的理念の世界への進展」する過渡的な 18 世紀啓蒙時代が各地
で如何に展開したかの事態に拠ると指摘し、バロック以後の課題も大まかに提示したのである。
そして本文最後の第田部「バロックの考察」では、以上の具体的な作品による空間現象の究明から、
「バロックの建築的空間はし、かに現象し、そしてその現象の意味はくわれ>にとって何であるか」と
いう、パロックにおける「現象学的探究の方法論」の意義なり有効性が、明瞭に論じられる。 そして
あのヴ、エノレプリンの「美術史の基礎概念J や「芸術的視j を批判的に凌駕して、「現象的空間J か ら
「象徴的空間J へとバロックの建築現象の究明が深く突き進められるところから結論に到り、以下の
ような 8 つの象徴形式が抽出され性格づけられたので、ある 。
そして終章では、本論各部の要約とともに、このような象徴形式によって性格づけられる文化総体
バロックの建築的空間
における象徴形式
①外部の内部空間化:幻想的自然観・風景の建築的空間化
②知覚現象の構造化・求心形平面における方向性
③宗教的両義性: <聖なる空間)と(俗なる空間)との共存
④非分節性 (inarticulate) 雰囲気的一体性
⑤彫塑性:非構築的一体性
⑥相貌性:有機的・力動的知覚
⑦対比的調和 (contrapposti) :空間的・時間的対立法
③力動的仮象:深層的深奥性・反重力的浮上
*上表の 8 つの概念、キーワードについては、博士論文 (1969) のほか、 「バ ロ ッ クの建築論的研究(学会賞論文要旨 )J (1970) 
と 「バロック建築の象徴形式J (1976) を合わせて参照して監理 したものである。
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図-4.) ローマ・バロックの影響
左:パリ・アンパリッドのドーム(アルドアン・マンサール)
上 :ウィーン ・ カ ールス教会( F.v エルラツノ，)
現象としてのバロックの「様式J 規定をめぐって次のように論及し、本論文は締められた。
バロックは、まずなによりも人間の情緒にかかわる象徴であり、人間のもっとも奥深い層からの情緒のきらめきや、か
げりを、建築的空間に象徴するものである。何らかの情緒に彩られた空間は、他の様式の建築的空間にも認められる。
しかしながら、バロックのそれは質において特異である。 ・・ ・ バロックは、このような生命的根源からの創造で
あるから、形象化した結果としての Figuration が、かならずしも一定の様式をもっとは限らない。それは、 Präfi gurat io n
な創造の過程そのものが、同質的な発想と精神的基底をもつものであるといえよう。したがって、バロックは従来の解
釈のように sentl ence の pattern としての様式という見地から理解すべきものではなくて、その Präfi gurati on から一定の姿
勢を感知すべき様式であるということができる。
従って以上のようなバロック建築の現象学的探究とは、「初期論考J から一貫する渡部博士自身の
建築論的視座なり方法論、つまり「象徴的空間」を根本理念、とした建築的事象の全人間的理解へ向け
た考察論点が、より大きく展開された成果といえるであろう。この学位論文(1968) 以後、次章で見る
ような越前 ・ 若狭の伝統的建造物群現地調査という新たな研究領域へ取り組まれながらも、「バロッ
ク建築の象徴形式J ( 1 976) や「イタリアの都市と建築 J ( 1 983) 、「バロック建築における古典J ( 1 985) 、
「建築と音楽の共鳴 ボルロミーニとバッハの幻想-J ( 1 986) などの論考を発表し続けて、バロック建築
の象徴的空間や建築の本質をめぐる追究は、ますます深化・続行されたのである。
4. 越前・若狭の民家と町並み (1975-82) - I雪国の住まい」 と 「空間の詩作」
昭和 44 年福井大学に在職してからの渡部博士は、越前・若狭の伝統的建造物群等の現地調査研究
という、これまでとは全く異質と思えるような新しい研究対象に着手した。渡部博士が中心となって
まとめたいくつかの調査報告書とは、まず北国街道板取宿を扱った『福井県南条郡今庄町板取地区伝
統的建造物群に関する調査研究報告書~(1975) であり、さらに若狭街道熊川宿を扱った『若狭街道の宿
場熊川一福井県遠敷郡上中町熊川伝統的建造物群調査報告書一~ (1982) という大部なものであり、そして福井県
下の明治以降の近代建築を扱った『日本近代建築総覧(北陸地区・福井県H (1980) 等である。渡部博士
の福井大学退職後は、殊に民家部門を福井宇洋氏 13) が、近代建築部門を高嶋猛氏 14) が、それぞれ受
け継ぎ、福井地域の風土環境における建築文化遺産の保存再生へと実践的に繋げて、より精微な調査
研究を重ねてゆくこととなった。 そして以上の調査報告書は後に、渡部博士の総括の下で『福井県史
・資料編第 14 巻(建築・絵画・ 彫刻等) ~(l 989) において、新たな成果も加えてまと められたのである 。
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ところで日本各地の民家をめぐる調査研究とは、既に大正期から行われ始めていた。 しかし戦後の
経済成長における都市開発事業に対して文化財保存の課題が大々的に浮上する中で、消えゆく民家や
町並み、近代建築等の緊急調査がこれまで以上に盛んに実施された。 昭和 43 年に文化庁の指導と補
助から各都道府県が民家緊急調査を実施し、福井県では『福井県の民家 民家緊急調査報告書~ (昭 45) 15) 
がまとめられ、地域の民家形態の全貌が初めて体系的に整理されたのである。渡部博士が取り組んだ
板取宿と熊川宿の現地調査は、こうした文化庁の指導による一連の調査研究に続くものであった。
それではバロック研究を主軸とする渡部博士の建築論が、福井の伝統的建造物群等の調査研究に取
り組むことを通して、知何に展開していくのか、に注目してみたい。イタリア・バロック研究から日
本の伝統的な民家調査へ、いわば西洋の古典文化から東洋の日本文化への転機は、渡部博士の場合、
前者から完全に離脱して後者へすべて移行するのでは決してない。 むしろ、これまでのバロック研究
を継続・深化させつつ、同時に福井地域固有の伝統的建造物から新たな見知を接収して洞察を深め、
それら両者を自律的に考察遂行させてし、く 。そ してさらに両者相互に通底する原理的なるものを確証
することでもって、両者を包括するいっそう大きな建築論的射程が開かれるに到ったと考える 16) 。
従って、北国街道板取宿(図-5 .) や若狭街道熊川宿(図 -6.) の建築的特色等の詳細な調査データにつ
いては、それぞれの報告書あるいは渡部博士の解説論文 m図説日本の町並み第 4巻・北陸編M 1 982) 所収)等
にゆずって、ここではむしろ渡部博士の建築論研究における「民家調査の意義」について触れたい。
まずそこで、渡部博士の民家へ注がれた根本的眼差しを以下の引用から確認する。
建築の創造にあたって、そこに縫められたこころが深ければ深いほど、それに見合う深さのまなざしを、出来上がった
建築はひとに投げ返してくれるのではなかろうか。
伝統的な古都の町並みや建築的空間に息づく高い文化に接する時に、何よりもこころを打つのはこのことである。乾き
切った ものの効率の論理に、こころを奪われがちの現代の都市や建築の不毛を、あらためて顧みる必要がある。
また風景の中にある民家の美しさや、やすらぎは何なのだろうかと考えさせられる。現代は、いわゆる合理主義や、即
物的なものにとかく傾斜しがちである。 民家は、論理的分節以前のきわめて素朴な空間であって、全く来分化の構成であ
るが、それだからこそ却って、そこに建築的空間の原初的なすべての可能性を含んだ原風景をもっていて、それがひとの
こころをひきつけるのではなし、かと考えられる。現在、文化や建築に問われているのは、即物性を超える真の存在論的意
味であろうから、このような民家のもつ意義は大きい。
「建築の受肉化ー建築論の一視座としてーJ (1980) 
現代社会の効率的で均質な都市空間に包まれた実生活の虚無感とは逆に、風景のなかに生きる民家
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図-7- 1 .)上板取宿、北側町並み景観
図-7-II .)上板取宿、南側町並み景観
一一一
図ふ 1 .)熊川|宿の町並み景観 図-8・皿)熊川宿の町屋
図ふ II .)熊川宿の町並み景観 図-8・IV.) 熊川宿の土蔵
出典それぞれの『報告書』より
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図-9 .) 福井大学旧講堂 ( 1927 ) 設計:福井大学名誉教授坂部保治
(左上:東立面図、 左下 西立面図、上:北立面図)
出典 渡部 ・高嶋 「福井大学旧講堂の実視1)調査 J (1984) 
には、何故にしっとりとした安らぎや美しさが満ち溢れているのだろうか、というごく自然で素朴な
疑問が、実に尊重されて大切に扱われている。渡部博士は、このような間し、かけから導き出される建
築論的課題に向けて、越前・若狭の民家や町並みを繊細に見つめていたのであろう。ここから受け取
った課題とは、つまり 北陸の風土から形成された素朴な民家の造型に、あのバロックで熟考した「象
徴的空間」と通じる建築的な空間現象の根源を見出したこと、また建築と風景の一体化した存在様態
を捉えたこと、そして建築の本質的なる ものを桐察する契機を得たこと、であると 思われる 17 ) 。
こうした建築論的課題を獲得した渡部博士が、まず板取宿の調査で特にこころ惹かれたのは、「可l
造り」型のファサードをもっ民家の容姿であって、それは越前と湖北を結ぶ北国街道の境界地域lこ相
応しい造型であった。 またこの民家の平面形式を「内にこもろうとする、求心的な空間」として性格
づけ、それを「念仏の空間」と敢えて名付けた。北陸の湿潤な土地で信仰篤い精神風土の中でこそ、
板取のような「寄り添う町並j が形成されたのであり、そこに住まう人びとの生きざまの深奥に温か
く包まれた「雪と念仏の空間 j を看取した(図・7.) 1 8) 。 さらに通称「鯖街道」ともいう若狭街道の熊
川宿では、自然と 一帯となった街道沿いの隅々( I象徴的目止まり J I路地の深奥性J I用水路の情汐11
な流れJ 等)に「雪国の人びとのこころの象徴」を鋭く繊細に感じ入っていた。また熊J 11 宿のよ うな
連続して統一ある町並みの造型的特色ついて、「決して単調な画一的統ーではなく、変調や転調の変
化の面白さの表情をたたえた意匠である」と指摘する(図-8.) 。このよ うな民家の調査を踏まえて、
渡部博士は、「建築と風景の共鳴J なる現象の本質を、次のように洞察された。
越前や若狭の町並みや建築に見出される豊かな人のこころは、風景の中に町並みもまた風景そのものとして存在させう
る源泉であろう。それはまたものの世界を超えて、詩的想像力すなわちこころの詩に至ろうとする非思量の世界への超舷
として、まことに美しい深い情感である。
町並みや建築をつくるということは、こころの風景を空間に詩作することでなければならない J つまり、こころの風設
の建築的現実化が、風土に根ざしつつ、 町並みや建築の経験として達成されてはじめて、その中から真の文化の伎が円高し
出されてゆくのである。
f越前と若狭の町並 ー建築への詩情-J (198..) 
このように渡部博士自身が生活して住まう福井での民家や町並み調査体験から得た洞察は、かつて
の異国イタリア・バロックで体験したものとは決して同質でないものの、しかし阿世界に通底する本
質的なるものが見透されている。それは、バロックが「こころの深淵から発する情緒を建築的空間に
象徴化したJ ように、民家では「人間の住まうことの本質に係わるこころの象徴」を素朴で原初的な
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図ー 10 . ) ヴェネツィアのサン・マルコ広場(左)と熊J 1 1宿の町並み備隊(右)
ヨーロッパと日本に通底する風景体験から、「変化と統一の詩」を読み取る。
出典:渡部 「変化と統一の詩J (1992) 
建築的造型に認めたのである。ここに「物理的な合理性に局限することなく、ひとのこころの詩に深
い洞察をもっということ J の大切さをいっそう強く確信したわけである。ここから「こころの象徴」
あるいは「こころの詩J という人間の非合理で情緒的な深淵を原理と し、建築(論)における「空間の
詩作J 1のあるいは「詩的想像力 J 20) という創造的源泉の人間学的意義に、建築の本質的なるものを
希求しようと意図したのである。 このように民家調査から得た建築論的課題を遂行する渡部博士自身
の思索の軌跡は、論文 「空間の詩作一建築の存在論的思惟-J (1979) から福井大学最終講義「建築の心を
聴く J (1984) への展開に明瞭である。これによって、イタリア ・ バロックの建築や越前 ・ 若狭の民家
を具体的な研究対象として扱いながら培った渡部博士の建築論は、東西の建築世界を凌駕して、建築
の本源的な意味を極めるに到ったのである。 次の章では、かかる渡部博士の建築論をまとめたい。
5. 建築論としての風景 (1989) ー 建築と風景の詩情 一
越前・若狭の民家や町並み、近代建築等(前頁，図・9.) 2l)の調査研究と同時期に、渡部博士が発表し
た論文の中でバロックを直接対象にしていないもの、つまり「空間の詩作建築の存在論的思惟-J (1979) 
や「建築の受肉化建築論の一視座として J (1980) 、さらに最終講義「建築の心を聴く J (1984) 等では、
建築の本質をめぐって多角的な論点から考察している。そして、これらの建築の本質を究明する原理
的論考が、 『福井県史・資料編第 14 巻(建築・絵画・彫刻等) ~ (1989) に収められた、 40 頁にも及ぶ大部
な論文「建築論としての風景j に集約されたと考えられることから、渡部博士の建築論の全体像をこ
の論文から捉えてまとめることにする。
この「建築論としての風景J は、序章・終章と
本文(前半 3 章 ・ 後半 3 章)を合わせた全 8 章 36 節
で構成されている(右表を参照) 。 渡部博士の建築
論の骨格は、本文前半と終章にまとめられている。
建築は風景と共に、人の究極の存在論にかかわ
る心の「詩的想像力」によって意味づけられるも
のである。 そして建築と風景は、相互にそれぞれ
の存在を基底しながらも、単なる客体的な相補関
係ではなく、相互に相互を根源的に存在せしめる
絶対主体的な存在である、ということを根拠にし
て、「建築は風景を命とする J r風景は建築を命と
する J という理念をまず提示する。
「建築論と しての風景j 目次構成
1 . 序章
2 . 空間の詩作としての建築・風景
3. 建築の存在論的思惟
4. 風景の存在論的思惟
5 . 越前・若狭の建築と風景
6 . 越前の建築と風景
7. 若狭の建築と風景
8. 終章
こうして建築と風景の現象や存在を深く思惟する視座として、「空間の詩作J r詩的想像力 J r詩情」
等をキーワードに、東西の哲学思想が援用されて多角的な考察が展開されている。つまり越前と若狭
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を例に、日本の建築と風景にあらわれる空間の詩作や詩情とは何かを根源的に追究するために、道元
や夢窓、世阿弥、手Ij休などの難解な思想・非思量の世界が垣間見られる。さらにイタリア ・ バロック
の都市景観や建築家ボノレロミ ーニを例に、西洋一般の構築的で概念的な道具的思考を突き抜けた、 i豊
かな「詩的想像力」こそを解き明かそうと、カッシラーやランガ一、ポンティ、バ 、ンュラ ーノレ、ハイ
デガー、ボルノウなどの現象学的存在論が引き出されている。そして「ヨーロッパにおける象徴と超
越の精神J と「日本の非思量J との間に「等質の思惟」のあり方を桐察して、「建築と風景」におけ
る根源的な経験の地平に東西世界の通路を見出していたのである(図-10.) 。
従って、かかる思索体系の全体像こそが、渡部博士の建築論としてよかろう 。さ らにこの渡部博士
の論文末尾のことばには、今後の新たな建築論研究へ向けられた重大な提言が読み取れる。つまり、
「 日本とヨーロッパの思惟に支えられつつ、建築と風景を、それの存在そのものの全的な現象として
とらえることこそ、重要なのである」と。
6. むすび -福井の地域学(福井学)と風景論ー
渡部貞清博士の広範な建築論の遂行軌跡、をめぐって、筆者の稚拙な理解の中で極めて大まかに辿っ
てきたわけである。 渡部博士の射程は、イタリア・バロックと越前・若狭を生き生きとした具体例に
東西世界を包括しており、それらに通底する視座として導き出した「象徴的空間 J I空間の詩作J I詩
的想像力 J 等をキーワードに、「建築と風景の詩情j を思惟することであったと考える。 最後に付け
加えるならば、バロックの建築空間論から風景論の展開を成し遂げた渡部博士にとって、その前途を
常に照らす灯火となったのが、師増田友也の晩年の思索であった。 両者の類似は否定できない。
このような渡部博士の建築 ・風景の思索は、最近年の西洋建築史や建築論の急速な進展からすれば、
新鮮な論考等は確かに少ない と 言わなければならない。しか し一方で「地域学」の立場から、福井地
域の歴史・風土・環境をめぐる学際的な風景論の新たな構築に向けて、実に多くの示唆を保持してい
るものと思われる。全国各地の地域学、 例えば東北学や東京学、名古屋学、大阪学、金沢学、沖縄学
などに見られるように、 地域の主体性から捉え直す学際的探究こそが、従来の「中央 地方」図式に
よる固定化した認識なり価値観を覆す上に、 地域に生きる人々の生活環境を今後ますます豊かにする
可能性を開くと考える。これからの福井における学際的な地域学(福井学)を進展させる一視座として
の「風景論」の遂行にとって、かかる渡部貞清博士の射程は、実に有効なものといってよい。
註
1 )本稿のタイトルは、渡部「建築論としての風景J ( 1 989) の終章第二節「日本の建築と風景の詩情J に拠る。
2) 渡部 (1978) r雪と念仏の空間」日本氷雪学会全国大会特別講演(福井)より。
なお鉄道技術研究所編集発行 ( 1977H鉄道技術研究所創立 70 周年十年のあゆみ』によれば、建築研究室計画
部門に所属した渡部博士の担当した研究は、通勤旅客の群衆としての流動速度 ・密度 ・滞留の様相等に関する
データをまとめた「旅客流動の解析」と、 平常時・災害時での旅客の誘導機構についての 「旅客駅における旅
客誘導案内方式に関する研究J 、さらに「旅客駅における旅客誘導用電気設備の近代化に関する研究」である。
3) 前掲論文 渡部「雪と念仏の空間j より。
4) r森田慶一先生と建築論J (建築雑誌 1983.4) で渡部博士は、戦後に新制福井大学での森田博士による講義録
がまとめられた『西洋建築史概説』彰国社 1962 について触れられている。
5) 敗戦後の 日本建築の思潮動向については、布里子修司 (1995)W戦後建築の終鷲』れんが書房新社などを参照。
6) 森田慶一 1895・ 1 983 京都大学名誉教授
1 920 年東京大学建築学科卒業。日本最初の近代建築運動として評価される「分離派建築会J ( 1 920) の中心メ
ンバーとして活躍。 1 922 年に京都大学に奉職してから 1 958 年の退官まで、数多くの建築家や研究者を育てた。
さらに博士論文「ウィトノレーウィ ウスの建築論的研究ー数個の建築論的概念、に就いて J (1 934 ) は、日本人によ
る初めての本格的西洋建築論研究として現在も評価が高い。 1974 年日本建築学会大賞受賞。
主著は、『ウィトルウィウス建築書』や『西洋建築入門』、『建築論~ (し、ずれも東海大学出版会より刊行)。また
主作品には、「京都大学楽友会館J ( 1 925) や「京都大学基礎物理学研究所湯川記念館J ( 1952 ) など。
なお渡部博士が参照した論文は、森田( 1 958) 九、ろいろな空間について」建築雑誌 1958.4。戦後、建築研究者
のなかで空間論が多様に注目され始めた状況に対し、「空間一般についての共通の理解」を得ようと森田が敢
えて執筆した論考で、当時かなりの反響があったようである。
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7) 増田友也 1914-1981 京都大学名誉教授
1939 年京都大学建築学科卒業。満州炭鉱工事課勤務、終戦ともに帰還。 1950 年に京都大学講師となる。 1956
年にまとめた博士論文「建築的空間の原始的構造」は、オーストリア未開民族の住居を対象に、ランガーやポ
ンティなどの哲学的現象学の視座から建築空間の現象そのものを解明しようと試みた意欲作であり、当時の日
本の建築界とっては実に斬新な内容であって、現在でも充分に評価される。 1962 年には同教授となって森田
慶一博士の建築論や建築設計を引き継ぎ、数多くの建築家・研究者を育てた。
主作品は、「京都市蹴上浄水場J (1962) や「東山会館J (1963) 、「智積院会館J (1966) 、「豊岡市民会館J (1971) 、
「京都大学工学部八号館J (1972) 、「京都大学総合体育館J (1972) 、「鳴門市文化会館J (1982) など数多い。
なお渡部博士が参照した論文は、増田の「建築的空間の原始的構造」京都大学博士論文( 1956) と「壁と私と空
間と」大阪建設業協会会報 (1958) 。 これらの文献は『増田友也著作集・全五巻』ナカニシヤ出版 1999 に所収。
8) 足立孝 19 1 9・ 1993 大阪大学名誉教授
1941 年京都大学建築学科卒業。大阪大学にて多数の建築家を育成するとともに、建築計画学や都市計画学の
権威として大阪圏内の大型プロジェクトに指導的役割を果たした。
なお渡部博士が参照した論文は、足立(昭 35) I空間に関する一考察」日本建築学会論文集第 66 号である。
9) これに先立って、阿部公正 (1957) I建築論研究のためにーその基本的文献ー」美学 30 号などが建築空間論に
関する若干の文献を紹介していたものの、渡部博士がこの「建築的空間論の系譜」で、シュマルゾウやヴェル
プリン、ヒノレデプラント、フランクル、ヴ、ォーリンガー、クロップフ ァ 一、セ守ルゲ、ルなど、欧米の著名な研究
者を幅広く批判的に取り扱って新しい空間論の可能性を独自に展開させようと試みているのは、実に示唆深い。
なおこの渡部博士の系譜的探究と同様な着眼点が、上松祐二の博士論文「近代建築論史における建築空間論の
系譜的研究J (1980)(後に『建築空間論その美学的考察』のタイトルで早稲田大学出版会より刊行)に見られる。
10) ~森田慶一建築論集』彰国社 1958 に所収。
1 )戦前の西洋建築史研究で森田博士の研究以外では、欧米の研究書を訳した内容であったり、海外旅行レポー
ト等が殆どであった。 昭和 30 年代以降、この森田博士の門下から、元良勲(昭 30) Iギリシャに於ける建築的
秩序原理の研究」や大倉三郎(昭 31) I ゴットフリート・ゼムパーの建築論的研究」、白石博三(昭 32) I ウィリ
アム・モリスの建築論的研究」、相川浩(昭 37) I Andrea Palladio の建築論的研究」などの博士論文が生まれる。
またベヴスナーの名著『 ヨーロッパ建築序説~(小林文次訳)やギーデイオンの名著『空間・時間・建築~ (太田実訳)
が邦訳出版されたのは、昭和 29-30 年である。 さらに熊本大学の堀内清治(昭 31H石の建築』美術出版社や日本
大学の小林文次(昭 34H建築の誕生 メソポタミアにおける古拙建築の成立と展開ー』相模書房も注目される。
なお、近江栄 (1972) I戦後建築史学の発達J ~現代の建築と都市』自由国民社 p.449・460 を参照されたい。
12) 例えば次の名著が邦訳出版された。:リード「イコンとイデアJ (1957) 、ランガー「シンボルの哲学J (1960) 、
ヴェルフリン「古典美術J (1962) 、タピエ「バロックの芸術J (1962) 、ゼードノレマイヤー「中心の喪失J (1965) 、
ド、ボルシャツク「精神史としての美術史 J ( 1 966) など。
13) 福井字洋氏(福井大学助手)は、『福井県史・資料編第 14 巻(建築・絵画・彫刻等) ~ (1989) で「民家J I伝統的
建造物群」を分担執筆し、近年では熊川|宿修景保存の指導等にあたっている。
14) 高嶋猛氏(福井大学講師)は、『福井県史・資料編第 14 巻(建築・絵画・彫刻等) ~ (1989) で「洋風建築J I伝統
的建造物群J を分担執筆し、近年では足羽揚水ポンプ場(福井市)や|日森田銀行本店(三国町)などの研究調査・
復元工事等の指導にあたっている。
15) 福井県教育委員会『福井県の民家 民家緊急調査報告書』 昭和 45 年。 この緊急調査以後は、先の福井字洋氏
による研究のほか、福井大学工学部玉置研究室による北陸地域の農家住宅に関する一連の継続調査研究が知ら
れている(参照・玉置伸吾編『北陸地方における農家住宅の変容過程に関する研究』住総研 1992) 。
16) 同じ建築論研究者の中では、元京都大学助教授の亡玉腰芳夫博士( 1938・ 1984) による民家や宿場、街道など
の学際的な調査研究の成果が思い浮かぶ。 玉腰博士の場合は、スイス留学後に哲学的な洞察から執筆した「日
本古代の住居 その建築的場所論の研究J (博士論文 1977) に続いて、日本の中世 ・ 近世の住居論をまとめよ
うと、現地調査に基づく民家の空間論的考察を試みられたが、志半ばで死去された。 なお詳しくは、次の文献
を参照されたい『日本古代のすまし、』ナカニシヤ出版 1980 、『玉腰芳夫遺稿集 浄土教建築の建築論的研究~ (1986) 。
玉腰博士の民家をめぐる諸場所構造の究明に対すれば、渡部博士は、その象徴的空間や詩的想像力等の探究に
際しての一つの事例として民家を扱ったに過ぎないところがあり、建築論研究でも立場の相違が明確である。
17) 渡部「雪と念仏の空間一越前の民家と町並 J (1979) ・「越前と若狭の町並ー建築への詩情ーJ (1984) に拠る 。
18) こうした北陸特有の風土文化について、市川健夫 (1980) ~雪国文化誌~ (NHK ブ ック ス)でも指摘されている。
19) I空間の詩作」とは、建築の合理性や道具性と相対する非論理的な次元のことであり、建築の存在論的思惟
における最も本源的な課題とされる。またこれは、バロックでの象徴的空間論考に従えば、「ひとのこころの
情緒を空間に象徴化すること J に相当するであろう 。
20) I詩的想像力j とは、「直接の存在論にかかわる創造の活力であり、人の心の奥にねむる原型と の関係にお
いて、しかも、単なるものの因果的内圧に支配されない心のこだまとなってひびきわた る能力である」とい う。
なお、建造物の復原作業に対する当事者の姿勢について、「建築史家と建築家という両義的なペルソナをも っ
て対峠する J ことが重要であり、さらに「現実に空間構造の消滅してし ま った遺構の復原的考察には 、 詩的想
像力が要請される J と強調する。 以上、「一乗谷への幻想J (1984) に拠る 。
21) 渡部博士は、福井県下の近代建築物を報告書以外の論考で全く扱っていない( r初期論考J は除く) 。
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渡部貞清博士・著作目録
1.論文等
現代建築における全人間的考察への序説
抽象と記号(現代建築における造形の問題)
視覚的Communicationのための一考察
建築表現における非合理性の基礎的考察
建築的空間論の系譜(建築論の体系的研究)
バロック建築の象徴形式
バロックの建築論的研究
「建築学の諸領域一建築史・意匠・建築論J
歩んできた道と行くべき道
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ノくロック建築における古典
建築と音楽の共鳴ーボノレロミーニとノくッハの幻想
建築論としての風景
2. 講演論文
象徴形式としての空間
日本建築学会論文報告集 57号， 1 957 . 7
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" 
建築雑誌 1968 . 1
60号 ， 1 958.10
63号， 1 959 .1 0
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" 3 1 号， 1962 .1
" 32 号， 1962.6
" 32号， 1962.6
" 32号， 1962 .6
日本建築学会大会講演要旨集 76号， 1 962 .8
日本建築学会関東支部梗概集 33号， 1963.1
" 
" 
" 
33号，1 963.1
34号， 1963 . 5
34号， 1963.5
日本建築学会論文報告集 89号， 1963.9
(臨時増干1])大会講演要旨集
日本建築学会関東支部梗概集 35号， 1964 . 5
" 35号 ， 1 964 .5
日本建築学会論文報告集 103号， 19 64 .1 0
(臨時増干1])大会講演要旨集
日本建築学会関東支部梗概集 36号， 1965 . 5
" 36号， 1965 .6
日本建築学会論文報告集号外， 1965 . 9
日本建築学会関東支部梗概集 37号， 1 966 . 6
日本建築学会論文報告集号外， 1966 .10
日本建築学会関東支部梗概集 38号， 1967.6
日本建築学会論文報告集号外， 1 967 .1 0
日本建築学会大会学術講演梗概集 1968
" 
" 
1969 
1970 
日本建築学会北陸支部研究報告集 12号， 19 7 1
日本建築学会大会学術講演梗概集 1971
" 1972 
日本建築学会北陸支部研究報告集 1 4号， 1973
日本建築学会大会学術講演梗概集 1973
日本建築学会北陸支部研究報告集 1 7号， 1 974
日本建築学会大会学術講演梗概集 1974
日本建築学会北陸支部研究報告集 18号， 1 975
建築と風景の詩情
バロック建築における力動的仮象
バロック建築の天井における幻想的浮上感
コモン ・ ファンツアーゴ、の人と作品ーナポリ ・バロックの建築家ー
ヴィッ卜ーネの建築にみられるロココ的性格
バロックとロココとの間
ベノレニーニの彫刻における建築的構成
バロック建築における両義的全体性
雪と念仏の空間 越前の民家とまち並み一
建築と風景の共鳴ーボボリ庭園のバロック的志向
バロックにおける古典
パロシク建築における一致する不一致ーベルニーニの天使像一
熊川の町並と風景
ノ《ロックの階段における瞬間的相貌性
ベノレニーニの泉
越前と若狭の町並ー建築への詩情
建築と音楽の饗宴
3. そのほかの講演等
雪と念仏の空間 越前の民家とまち並み
バロック建築における古典
建築と詩的想像力
「建築歴史・意匠部門協議会j 建築論の展開をめざして
日本文化の特質一日本建築の詩情と伝統一
音楽と建築 ノくツノ、とバロック建築①一
音楽と建築ーバッハとバロック建築②ー
音楽と建築ーバッハとバロック建築@-
音楽と建築ーノミロックをあなたに一
庭園と風景の美
建築と風景の心 日本の建築と風景一
建築と風景の心ーヨーロツノその建築と風景←
建築と風景の，心
日本建築学会大会学術講演梗概集 1975
1 1976 
1 1977 
日本建築学会北陸支部研究報告集 21 号， 1978
日本建築学会大会学術講演梗概集 1978
日本建築学会北陸支部研究報告集 22号， 1979
日本建築学会大会学術講演梗概集 1979
第7回雪国問題研究会速記録 1979.11. 1
日本建築学会北陸支部研究報告集 23号， 1980
日本建築学会大会学術講演梗概集 1980
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1 1983 
北陸都市史学会報 6号， 1984 
日本建築学会大会学術講演梗概集 1990
日本雪氷学会全国大会特別講演(福井) 1978 
日本建築学会近畿支部
建築論部会講演 1984 . 7.14
日本建築学会関東支部
歴史意匠部会講演 1984.9.29
建築雑誌 1985 .3
福井市成人大学講座 1985. 1 0.11
FMラジオ福井 1986.1 1. 30
FMラシオ福井 1 986 . 12.7
FMラジオ福井 1986 . 12.14
大阪中之島公会堂 1989 . 7.23
仏教大学四条センター 1990.3 . 6
福井市立図書館.市民講座 1 990 . 8 . 1 8
福井市立図書館 . 市民講座 1990.9 . 22
福井市立図書館・市民誹座 1990 .1 0 . 20
4. 著書等
大系世界の美術第16巻ノくロック美術(分担執筆「バロンク建築J) 学習研究社 1972
福井の文化を語る[ (分担執筆「建築のこころ」ほか) 福井県教育委員会 1977
日本建築学会編・日本近代建築総覧 技報堂出版 1980
分担執筆「北陸地区 ・福井県J (高嶋猛との連名)
世界の建築第7巻バロック ・ ロココ (分担執筆「ハロック建築J)
日本の町並 4 北陸編(分担執筆「板取宿J 1熊)11 宿 J)
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学習研究社 198 1
第一法規 1 982
5. 報告書
福井県南条郡今庄町板取地区
伝統的建造物郡に関する調査研究報告書
若狭街道の宿場熊川
市川 秀和
福井県遠敷郡上中町熊川伝統的建造物郡調査報告書
6. そのほかの小論
住宅史に空間の詩を
未完成としづ完成一建築家ミケランジェロー
石の幻想曲一イタリア建築の床と石畳一
水と石の交響詩ーローマの泉に想うー
ミケランジェロのラウレンツィアーナ図書館に想う
最初に置くべきもの一新入生諸君へー
学問と芸術への喜び一新入生諸君へー
建築の詩情旧熊川宿の町並
森田慶一先生と建築論
一乗谷への幻想
夢想と詩的想像力
国際、感覚インタビュー
変化と統一の詩
今庄町 1975
上中町 1982
建築雑誌 1975 . 11
日刊福井 1978.9 .6
日干IJ福井 1979.2.18
日刊福井 1979.9.6
かりん(福井大学附属図書館報) 9号， 1979 .11
J/ 10号， 1 980 . 3
J/ 11 号， 1981.3 
福井東ロータリークラブ会報 1 981
建築雑誌 1983 .4.
福井の文化 5号， 1984.10 
六莱(仁愛女子短大通信) 9号 1985 . 3.20
J/ 12号 1987.3 . 20
福井の文化 20号， 1992.4
図ー 1 1.)若狭街道熊川宿の現地調査での
渡部貞清博士(前列中央)
出典報告書より
追記 ・ 渡部貞清博士の業績をまとめることの契機となったのは、数年前の建築論研究会・懇親会で、そうした
要望が筆者に向けられた時である。その後も度々この要望を聞いていたので、今年の初夏、渡部先生に
かかる内容をお便りでお伝えしたところ、温かい励ましをいただいた。渡部貞清博士に心より深謝致す
とともに、浅学な筆者の稚拙な作業をお詫びしてお許し願いたい。
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